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齢 31.36歳）および年齢・性別を適合させた健常者 60人（平均年齢 33.57歳）である．統
合失調症の診断は DSM-IVの診断基準を使用した． 
すべての対象者に対し，当院の MRI 装置（1.5-T Magnetom Symphony MRI system）を用
いて，頭部の T1 強調画像を撮像した．得られた画像は，画像解析ソフトウェアである３D 
slicer にて，前交連－後交連をつなぐ線（AC-PC line）を基準に位置ずれ補正を行った．
その後 Chiavaras らの方法に従って，それぞれ右半球，左半球における OFC の脳溝脳回パ
ターンを分類した．この分類は内側眼窩溝（medial orbital sulcus，以下 MOS）、外側眼窩
溝（lateral orbital sulcus，以下 LOS）の吻側尾側の連続性に基づいて行われる．タイプ
I は MOS が分断、LOS が連続，タイプ II は MOS、LOS とも連続，タイプ III は MOS，LOS
とも分断，と定義されている．最近，稀ではあるが，タイプ IV の存在が報告されており
（Chakirovaら，2000），これは MOS が連続しており，LOS が分断されているものである．
本研究ではこれについても評価を行った． 
NRG1 については，日本人の統合失調症患者において関連が示唆されている 4 つの遺伝子







した．タイプ II，タイプ IIIについても同様である．遺伝子多型については，minor allele 





 (χ2=6.52, p=0.038)．この結果は先行研究に一致するものであった．タイプ IVは存在し
なかった．統合失調症患者ではタイプ III の頻度が多く，このタイプ III は低年齢発症と
関連していた (β=-0.302, F=4.948, p=0.030)．統合失調症と健常者ではどの遺伝子多型
でも allele の頻度に有意差は認めなかったが，統合失調症患者で，SNP8NRG243177 とタイ
プ  II に関連が見られた (β =0.237, F=4.120, p=0.047)．確証因子的解析では，












の結果では SNP8NRG2431777の minor alleleのホモ接合体を持っている統合失調症患者は
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